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９章 問題解答  

予習問題  

１．  

 

 

  

２．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 

例えば， 

植物の生育を考えたのり面保護方法 

https://www.pwri.go.jp/jpn/about/pr/mail-mag/webmag/wm062/kenkyu.html 

微生物代謝を利用した砂の液状化対策 

https://www.pwrc.or.jp/thesis_shouroku/thesis_pdf/1111-P026-029_inagaki.pdf 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/jgs/11/1/11_1/_pdf 

 

演習問題 A  

9-A1 ハザード管理 

 

9-A2 (イ)，(ウ) 

 

9-A3 地震による地盤の液状化による被災 

   津波による構造物の被災 

   漏電などに伴い発生した火災による構造物の被災等 
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演習問題 B  

9-B1 

 産業総合研究所ウェブページより 
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9-B2 

 

   1940 年代                     1990 年代 

空中写真（国土地理院資料）による土地の履歴の判読例 

1940 年代に淀橋浄水場として利用されていた土地が西新宿として開発されていることがわかる。  

 

9-B3  

発ガン性の RBSL（発ガンリスク）1.8×10-6  約 56 万人に一人の確率で発症 

非発ガン性の RBS（危害係数）1.28 

 

より， 

発ガンリスク=
0.011×2×30×350×0.05×0.2

50×70×365
  ＝ 1.80×10-6＝つまり約 55556 人に一人が発症，  

危害係数＝
2×30×350×0.2

0.006×50×30×365
=1.28＝つまり閾値の 1.0 を超えている 

一般的に発ガン性物質の RBSL(発ガンリスク)リスクは 1.0×10-6を，非発ガン性物質の RBSL(危害係数)は 1 を目安と

して用いられることが多い。 

そのため，今回の条件では発ガン性物質，非発ガン性物質いずれに分類したとしても健康被害の発生が懸念されるレ

ベルであることがわかる。 



                       4 

9-B4  

1.502g 

2.5g の炭酸カルシウムに含まれるカルシウムイオン量は 

2.5*40.08/100.09＝1.001g 

1001mg のカルシウムイオンを塩化カルシウム(M.W.110.98)から得るとすると 

1.001×110.98/40.08＝2.77ｇ 

 

2.77g の塩化カルシウムをモル濃度で表すと 2.77/110.98 より 0.025mol 

塩化カルシウムと等量の尿素(M.W.60.06)を添加するので 60.06×0.025=1.502g となる． 

 


